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１. 当中間期決算に関する定性的情報 

  (1) 経営成績に関する説明 

当中間連結会計期間の損益状況につきましては、経常収益は、資金運用収益や有価証券関係収益が減少したことな

どから、前年同期比７億 74 百万円減の 230 億 59 百万円となりました。 

経常費用は、有価証券関係損失が減少したことなどから、前年同期比８億 87 百万円減の 189 億 90 百万円となりま

した。 

この結果、経常利益は、前年同期比１億 13 百万円増の 40 億 68 百万円となりました。親会社株主に帰属する中間

純利益は、前年においてグループ３社の株式追加取得に伴う負ののれん発生益を計上したことなどから、同 48 億 77

百万円減の 27 億 48 百万円となりました。 

 (2) 財政状態に関する説明 

当中間連結会計期間末の連結財政状態につきましては、預金等（譲渡性預金を含む）は、個人預金や法人預金は増

加したものの、公金預金が減少したことなどから、前連結会計年度末比2,351億円減少し３兆362億円となりました。 

貸出金は、個人向け貸出が増加したものの、地方公共団体向け貸出が減少したことなどから、前連結会計年度末比

233 億円減少し１兆 6,814 億円となりました。 

有価証券は、短期社債の買入れを行ったことなどにより、前連結会計年度末比 503 億円増加し１兆 3,951 億円とな

りました。 

(3) 連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 

当中間期決算の業績につきましては、平成 29 年５月 11 日に公表いたしました業績予想計数を上回って推移してお

りますが、与信関連費用等が変動する可能性があることを考慮し、通期の業績予想に変更はありません。 
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(４) 中間連結財務諸表に関する注記事項 

（継続企業の前提に関する注記） 

該当事項はありません。 

 

（企業結合等関係） 

共通支配下の取引等 

当行連結子会社による自己株式の取得 

当行の連結子会社であるいわぎんリース・データ株式会社は、平成 29 年９月 29 日付で自己株式を取得い

たしました。 

１．取引の概要 

(1) 結合当事企業の名称及びその事業の内容 

結合当事企業の名称  いわぎんリース・データ株式会社 

事業の内容      リース業務、電算機による処理受託業務等 

(2) 企業結合日 

平成 29 年９月 29 日 

(3) 企業結合の法的形式 

連結子会社による自己株式の取得 

(4) 結合後企業の名称 

名称に変更はありません。 

(5) その他取引の概要に関する事項 

グループ経営体制の強化を目的として、非支配株主が保有する自己株式を取得したものであります。こ

の結果、いわぎんリース・データ株式会社に対する当行の議決権比率は 100％となりました。 

２．実施した会計処理の概要 

「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第 21 号 平成 25 年９月 13 日）及び「企業結合会計基準及

び事業分離等会計基準に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第 10 号 平成 25 年９月 13 日）に基づき、

共通支配下の取引等のうち、非支配株主との取引として処理しております。 

３．連結子会社による自己株式の取得に関する事項 

  取得原価及び対価の種類ごとの内訳 

     取得の対価    現金預け金     １百万円 

取得原価               １百万円 

４．非支配株主との取引に係る当行の持分変動に関する事項 

(1) 資本剰余金の変動要因 

連結子会社において非支配株主から取得した自己株式の取得原価が、取得により減少する非支配株主持

分の金額を下回ったことによるものであります。 

(2) 非支配株主との取引によって増加した資本剰余金   158 百万円 

 

㈱岩手銀行 （8345） 平成30年3月期　第2四半期（中間期）決算短信

-  8  -



㈱岩手銀行 （8345） 平成30年3月期　第2四半期（中間期）決算短信

-  9  -



㈱岩手銀行 （8345） 平成30年3月期　第2四半期（中間期）決算短信

-  10  -



㈱岩手銀行 （8345） 平成30年3月期　第2四半期（中間期）決算短信

-  11  -



㈱岩手銀行 （8345） 平成30年3月期　第2四半期（中間期）決算短信

-  12  -



㈱岩手銀行 （8345） 平成30年3月期　第2四半期（中間期）決算短信

-  13  -


	99-1 （イントラ用）平成30年3月期第2四半期決算短信
	00　サマリ
	01  目次
	02-1　30年3月中間期決算短信（文章部分前半）
	02-2 財務諸表

	財務諸表
	99-1 （イントラ用）平成30年3月期第2四半期決算短信
	03 企業結合注記
	02-2 財務諸表




